
担当：生物科学研究所 植物レドックス制御研究グループ（0866-56-9450 （代表））

グルタチオン施用技術による作物の生産性向上【分野】生物科学

【要約】
グルタチオン肥料は、作物の二酸化炭素固定能を強化し、生産性を向上させます。

【背景】
グルタチオン肥料を用いて作物を栽培すると、作物の生産性を向上できるとともに、

大気中の二酸化炭素の効率的な回収に貢献できると期待されるため、各種の作物で施
用効果を確認しています。
＜グルタチオンとは＞

３種類のアミノ酸から成るペプチ

ドで、古くから生体内に広く分布す

る抗酸化・解毒物質として知られて

います。これを農林業に活用すると、

二酸化炭素固定能を強化でき、これ

までに酸化型グルタチオンを主成分

とする水和剤などを開発しています

（特許第5452022号など） 。

【結果】
各種の作物に対するグルタチオン肥料の効果

 ※ 本成果は、フード・アクション・ニッポンアワード2015優秀賞を受賞しました。
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図 各種の作物における通常栽培（通常）とグルタチオン施用（グルタチオン）との比較
（A タマネギ、B イナキビ、C イネ、D シュンギク、E スギ(コンテナ苗)）
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＜岡山県農林水産業温暖化対策研究チーム実績＞
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